
■ 小中一貫教育とは 

 栃木市では、小学校６年間と中学校３年間

の円滑な接続を図り、また、学校・家庭・地域

が連携・協働して一貫性のある教育を推進す

るため、中学校区としてのブロックの特性を

生かした、特色ある教育の充実に努めていま

す。 

藤岡中学校区においても、藤岡小・部屋小・

赤麻小・三鴨小・藤岡中の５校を「藤岡ブロッ

ク」として連携し、推進組織を立ち上げ、児童

生徒や教職員の交流・協働

の充実を図り、小中一貫教

育の推進に取り組んでい

ます。 

 

■ 藤岡ブロックの小中一貫教育 

目指す児童生徒像 

『夢と故郷
ふるさと

への誇りをもち、 

たくましく未来を切り拓く児童生徒』 

知 自ら問い、考え、学び合い、高め合う児童生徒 

徳 思いやりと向上心をもち、自他を尊重する児童生徒 

体 心身共に健康で、粘り強く最後までやりぬく児童生徒 

 

令和４年度重点目標 

知 自分の目標をもち、集団との関わりの中で伝え合

い、学びを深め合う児童生徒の育成 

徳 多様性を認め合い、異なる意見や考えを尊重し、

協働できる児童生徒の育成 

体 健康・安全な生活習慣を身に付け、運動に親しむ

児童生徒の育成 

 

 

 

 

 

 

■ 主な取組 

令和４年度重点目標達成のため、各学校で

は以下のような取組を推進していきます。 

各家庭でも参考にしていただき、学校と保

護者、地域が連携し、一体となった取組となる

ようご協力ください。 

知の重点目標達成のために 

・授業では、考えや思いを伝え合い、学びを

深める活動を取り入れた授業を実施して

いきます。 

・授業の予習や復習、発展的な内容の家庭学

習に取り組み、自信をもって授業やテスト

に臨めるよう、児童生徒の主体的な家庭

学習への転換を図っていきます。 

徳の重点目標達成のために 

・学校行事や日々の学校生活において、互い

のよさを認め合う場を

意図的に設けること

で、他者との関係性の

向上を図っていきま

す。 

体の重点目標達成のために 

・長期休業後に健康週間を設定します。その

期間中は、「早寝早起きができたか」、「朝

食を食べてきたか」、「休み時間等に意識

して体を動かしたか」について、児童生徒

自身で自己評価します。 

・運動学習カードを活用し、目標をもって、

運動に取り組ませます。 

・体育的行事前には、練習期間を設定します。 
 

藤岡ブロック(藤岡小学校・部屋小学校・赤麻小学校・三鴨小学校・藤岡中学校) 小中一貫教育だより 

令和４年７月 発行 

この小中一貫教育だより「ふじおか」は、藤岡
ブロックによる小中一貫教育について、保護者や
地域の皆様にもご理解とご協力を得た充実した取
組を目指すことを目的として、発行させていただ
きます。 


